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日
蓮
大
聖
人 

 
 

御 

聖 

訓 

『
盂
蘭
盆
御
書
』 

 

 
 
 
 
(

弘
安
三
年
七
月
一
三
日) 

  

目
連
尊
者
と
申
す
人
は

法
華
経
と
申
す
経
に
て
正

直
捨
方
便
と
て
、
小
乗
の

二
百
五
十
戒
立
ち
ど
こ
ろ

に
な
げ
す
て
ゝ
南
無
妙
法

蓮
華
経
と
申
せ
し
か
ば
、

や
が
て
仏
に
な
り
て
名
号

を
ば
多
摩
羅
跋
栴
檀
香
仏

と
申
す
。
こ
の
時
こ
そ
父

母
も
仏
に
な
り
給
へ
。
ゆ

え
に
法
華
経
に
云
く

〔
「
我
が
願
既
に
満
ち
衆

の
望
も
ま
た
足
り
ぬ
」
〕

云
云
。
目
連
が
色
心
は
父

母
の
遺
体
な
り
。
目
連
が

色
心
仏
に
な
り
し
か
ば
父

母
の
身
も
ま
た
仏
に
な
り

ぬ
。 

 

【
現
代
語
訳
】 

  

目
連
尊
者
と
い
う
人
は
、

法
華
経
と
い
う
お
経
で
「
正

直
に
方
便
を
捨
て
よ
」
と
あ

る
ご
と
く
、
小
乗
の
二
百
五

十
戒
を
た
ち
ど
こ
ろ
に
捨

て
、
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」

と
唱
え
た
の
で
、
仏
に
成
り

多
摩
羅
跋
栴
檀
香
仏
と
名

の
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時

に
初
め
て
目
連
の
父
母
も
仏

に
成
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ゆ

え
に
法
華
経
に
は
、
「
我
が

願
も
す
で
に
満
た
さ
れ
、
衆

人
の
望
み
も
ま
た
か
な
え
ら

れ
た
」
と
あ
る
。
目
連
の
肉

体
と
精
神
は
、
父
母
が
遺
し

て
く
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
目
連
の
肉
体
と
精

神
が
仏
に
成
っ
た
の
な
ら

ば
、
父
母
の
身
も
ま
た
同
時

に
仏
に
成
る
の
で
あ
る
。 

 
 

 
 
 

※
参
考
・
・
『
日
蓮
聖
人
全
集
』 

ま
だ
間
に
合
い
ま
す
！ 

是
非
お
友
達
も
誘
っ
て 

 
 

ご
参
加
下
さ
い
！ 
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七
月
二
十
四
日(

土
用
の
丑
の
日
）

に
、
年
中
行
事
で
あ
る
御
大
事
御
本

尊
会
が
営
ま
れ
ま
し
た
。 

 

御
静
養
中
の
貫
首
猊
下
御
名
代
と

し
て
、
鈴
木
春
雄
執
事
長
御
親
修
の

下
、
年
に
一
度
の
開
帳
と
な
る
霊
験

あ
ら
た
か
な
御
大
事
御
本
尊
が
奉
奠

さ
れ
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
司
判
・
由
緒
家
・
大
世

話
人
・
重
須
婦
人
会
・
檀
信
徒
の

方
々
に
御
参
拝
頂
き
、
お
経
が
転
読

さ
れ
る
中
、
執
事
長
と
佐
野
布
教
伝 

 

道
部
長
が
御
大
事
御
本
尊
を
頂
戴

し
、
参
列
者
は
そ
の
「
御
大
事
様
」

の
下
を
く
ぐ
り
抜
け
、
疫
病
退
散
の

御
利
益
を
賜
る
と
同
時
に
、
お
樒
祓

い
で
身
体
健
全
・
無
病
息
災
を
祈
り

ま
し
た
。 

 

法
要
後
、
執
事
長
か
ら
御
大
事
御

本
尊
の
い
わ
れ(
下
段
に
記
載)

と
御

法
話
を
賜
り
ま
し
た
。 

「
昔
は
村
々
を
御
大
事
御
本
尊
様
を

掲
げ
、
お
題
目
を
お
唱
え
し
な
が

ら
、
疫
病
退
散
の
行
脚
を
致
し
ま
し

た
が
現
在
は
当
山
へ
お
集
り
頂
き
、

こ
の
様
な
形
で
お
勤
め
致
し
て
お
り

ま
す
。 

 

さ
て
、
皆
様
に
は
沢
山
の
汗
を
流

し
な
が
ら
、
一
心
に
お
題
目
を
お
唱

え
し
て
頂
き
ま
し
た
。
汗
を
か
い
た

後
に
水
を
飲
め
ば
身
体
が
潤
い
ま 

 

 

す
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
南
無
妙
法 

蓮
華
経
と
い
う
尊
い
お
題
目
は
、 

日
々
疲
れ
て
乾
い
て
し
ま
っ
た
心
に

潤
い
を
与
え
て
下
さ
い
ま
す
。 

 

本
日
、
年
に
一
度
の
御
大
事
御
本

尊
を
奉
奠
し
、
疫
病
退
散
・
暑
気
払

い
の
ご
利
益
を
頂
戴
出
来
た
事
に
感

謝
し
、
皆
様
の
無
病
息
災
を
お
祈
り

申
し
上
げ
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
」 

 

『
御
大
事
御
本
尊
の
縁
起
』 

 

日
蓮
大
聖
人
は
文
永
十
一
年
二
月

十
四
日
、
佐
渡
流
罪
か
ら
赦
免
。
三

月
十
三
日
、
配
所
の
一
谷
（
い
ち
の

さ
わ
）
を
出
発
。
渋
手
（
し
ぶ
て
）

か
ら
真
浦
（
ま
う
ら
）
へ
と
二
泊
さ

れ
、
十
五
日
に
真
浦
の
津
よ
り
ご
発

船
。
越
後
の
柏
崎
（
か
し
わ
ざ
き
）

に
御
着
岸
さ
れ
ま
し
た
。 

 

三
月
十
八
日
、
越
後 

御
道
筋
の
陀

羅
尼
（
だ
ら
に
）
村
に
さ
し
か
か
る

や
、
白
髪
の
老
翁
が
、
大
聖
人
の
御

前
に
現
れ
、
「
貴
僧
の
お
い
で
を
お 

待
ち
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
と
こ
ろ 

疫
病
が
流
行
し
て
諸
人
悉
く
難
渋
し 

 

 

て
い
ま
す
の
で
、
何
卆
病
魔
退
散
の 

ご
祈
祷
と
ご
所
持
の
お
守
り
を
申
し

受
け
賜
り
た
い
」
と
願
い
出
ら
れ
ま

し
た
の
で
大
聖
人
は
懐
中
よ
り
お
守

り
の
御
本
尊
を
取
出
し
御
祈
願
さ
れ

る
や
疫
病
は
見
る
見
る
う
ち
に
退
散

し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

後
年
、
大
聖
人
は
こ
の
御
本
尊
を

日
興
上
人
へ
ご
授
与
せ
ら
れ
、
日
興

上
人
が
身
延
を
下
山
の
際
、
奉
持
し

て
当
山
に
格
護
さ
れ
別
称
『
御
大
事

御
本
尊
』
と
称
し
尊
い
信
仰
を
集
め

て
お
り
ま
す
。 

  
 

    

尚
、
こ
の
い
わ
れ
の
あ
る
大
切
な

『
御
大
事
御
本
尊
』
を
お
守
り
と
し

て
作
成
し
、
檀
信
徒
の
方
々
に
授
与

し
て
お
り
ま
す
。 

 

御
希
望
の
方
は
当
山
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。 

 
 

 
御
大
事
御
本
尊
会 

御大事御本尊会の様子 

挨拶する執事長 

※
札
袋
の
中
に
板
御
守
が 

 
 

収
め
ら
れ
て
お
り
ま
す 
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自
在
天
さ
ま
・
大
自
在
天
さ
ま 

前
回
は
三
光
天
子
さ
ま
と
四
大
天
王
ま
で
紹
介
し

ま
し
た
の
で
、
そ
の
続
き
か
ら
で
す
。 

さ
ら
に
天
上
界
に
は
「
自
在
天
」
「
大
自
在
天
」

と
い
う
世
界
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
て
、
そ
こ
に

い
ら
っ
し
ゃ
る
神
さ
ま
を
「
自
在
天て

ん

子じ

」
「
大
自
在

天
子
」
と
い
い
、
三
万
人
の
眷
属

け
ん
ぞ
く(

お
付
き)

と
共
に

会
座
に
座
ら
れ
ま
し
た
。 

 

娑
婆
世
界
の
主
～
梵ぼ

ん

天て
ん

王の
う

さ
ま 

次
に
出
て
く
る
の
が
梵
天
さ
ま
で
す
。
イ
ン
ド
思

想
で
は
最
高
の
神
さ
ま
で
あ
り
、
宇
宙
創
造
の
神
さ

ま
「
ブ
ラ
フ
マ
ン
（Br

a
h
m
a
n

）
」
が
神
格
化
さ
れ

た
神
さ
ま
で
す
。
お
釈
迦
様
が
菩
提
樹
の
下
で
悟
り

を
開
い
た
時
、
す
べ
て
の
衆
生
に
説
法
を
要
請
し
た

の
が
、
こ
の
梵
天
さ
ま
で
あ
る
こ
と
は
華
厳
時
の
と

こ
ろ
で
ご
説
明
し
ま
し
た
。
帝
釈
天
さ
ま
と
並
ん

で
、
護
法
の
善
神
と
し
て
最
高
位
の
神
さ
ま
で
す
。 

併
せ
て
「

釈
し
ゃ
く

梵ぼ
ん

」
と
呼
ば
れ
る
の
も
先
に
説
明
し

た
通
り
で
す
。 

 

大
聖
人
の
解
釈 

日
蓮
大
聖
人
は
、
法
華
経
の
守
護
者
と
し
て
「
梵

天
さ
ま
・
帝
釈
さ
ま
・
四
大
天
王
さ
ま
」
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
こ
と
を
、
様
々
な
御
遺
文
で
ご
教
示
下
さ
っ

て
い
ま
す
。 

化
城
諭
品
第
七
で
は
、
東
西
南
北
と
北
東
・
南

東
・
南
西
・
北
西(

こ
れ
を
四
維
と
い
い
ま
す)

に
上

と
下
を
合
わ
せ
た
方
角(

こ
れ
を
「
十
方

じ
っ
ぽ
う

」
と
い
い

ま
す)

に
、
そ
れ
ぞ
れ
五
百
万
億(

五
百
万
か
け
る
一

億)

の
国(

世
界)

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
梵
天
王
さ

ま
が
い
て
、
そ
の
国
土
を
治
め
て
い
る
こ
と
が
明
か

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

長
ち
ょ
う

と
も
い
え
る
大
梵
天
さ
ま

の
お
名
前
も
明
か
さ
れ
ま
す
。
こ
の
序
品
で
は
「

尸
棄
大
梵

し

き

だ

い

ぼ

ん

」
「
光
明
大
梵

こ
う
み
ょ
う
だ
い
ぼ
ん

」
と
い
う
二
人
の
梵
天

さ
ま
が
「
大
梵
天
王
さ
ま
」
で
あ
る
こ
と
を
明
か
さ

れ
て
、
一
万
二
千
の
眷
属
と
共
に
そ
の
座
に
い
ら
っ

し
ゃ
る
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

八
大
龍
王 

続
い
て
登
場
す
る
の
が
八
大
龍
王
さ
ま
で
す
。
龍

王
様
も
ま
た
仏
法
を
守
護
す
る
八
部
衆
の
一
つ
で
、

畜
生
類
の
代
表
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
龍
神
さ
ま
は
、

海
や
川
に
棲
む
巨
大
な
蛇
の
神
さ
ま
で
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
て
、
イ
ン
ド
の
原
住
民
の
間
で
信
仰
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
仏
教
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
龍
を
束
ね
る
王
様
が
龍
王
さ
ま
で
、
様
々
な
お

経
に
、
様
々
に
説
か
れ
て
い
ま
す
が
、
法
華
経
で
は

「
八
大
龍
王
」
と
し
て
八
人
の
龍
王
さ
ま
が
法
華
経

の
会
座
に
列
な
り
、
法
華
経
の
守
護
を
誓
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
お
名
前
が
「
難な

ん

陀だ

龍
り
ゅ
う

王お
う

」
「
跋ば

つ

難な
ん

陀だ

龍
王
」
「
娑
伽
羅
龍
王

し
ゃ
か
ら
り
ゅ
う
お
う

」
「
和
脩
吉
龍
王

わ
し
ゅ
き
つ
り
ゅ
う
お
う

」
「

徳
叉
迦
龍
王

と
く
し
ゃ
か
り
ゅ
う
お
う

」
「

阿
那
婆
達
多
龍
王

あ

な

ば

だ

っ

た

り

ゅ

う

お

う

」
「

摩
那
斯

ま

な

し

龍
り
ゅ
う

王お
う

」
「
優う

鉢は
っ

羅ら

龍
り
ゅ
う

王お
う

」
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
龍
王

様
が
百
千
の
眷
属
、
つ
ま
り
、
百
か
け
る
千
で
十
万

に
及
ぶ
お
付
き
を
従
え
て
、
法
華
経
の
会
座
に
あ
り

ま
し
た
。 

 

四
人
の
緊き

ん

那な

羅ら

王 

緊
那
羅
と
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
「k

i
ṃ
n
a
r
a
 

キ
ン
ナ
ラ
」
の
音
写
で
、
帝
釈
天
さ
ま
に
仕
え
る
と

言
わ
れ
る
神
様
で
す
。
美
し
い
声
を
持
つ
、
人
の
姿

を
し
た
歌
と
音
楽
の
神
様
で
す
。
人
非
人
に
数
え
ら

れ
、
こ
こ
で
は
「
法
緊
那
羅
王
」
「
妙
法
緊
那
羅

王
」
「
大
法

だ
い
ほ
う

緊
那
羅
王
」
「
持じ

法ほ
う

緊
那
羅
王
」
の
四

人
の
緊
那
羅
王
さ
ま
が
百
千
の
お
付
き
を
従
え
て
こ

の
座
に
あ
り
ま
し
た
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
お
名
前
に
「
法
」
が
入
っ
て
い
る
通

り
、
歌
と
音
楽
を
も
っ
て
仏
法
を
守
護
す
る
神
さ
ま

で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。 

 

四
人
の
乾け

ん

闥だ
つ

婆ば

王 

乾

闥

婆

と

は

サ

ン

ス

ク

リ

ッ

ト

語

の

「g
a
n
d
h
a
r
v
a
 

ガ
ン
ダ
ル
ヴ
ァ
」
の
音
写
で
、
も
と

も
と
は
バ
ラ
モ
ン
教
で
信
仰
さ
れ
て
い
た
神
様
で

す
。
緊
那
羅
衆
と
と
も
に
帝
釈
天
さ
ま
に
仕
え
て
い

て
、
神
様
方
の
飲
み
物
で
あ
る
「
ソ
ー
マ
酒
」
を
護

る
神
様
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
お
名
前

が
、
「
楽が

く

乾
闥
婆
王
」
「
楽
音

が
く
お
ん

乾
闥
婆
王
」
「
美み

乾

闥
婆
王
」
「
美み

音お
ん

乾
闥
婆
王
」
で
す
か
ら
、
緊
那
羅

王
と
同
じ
よ
う
に
音
楽
を
司
り
、
仏
法
を
守
護
す
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
の
四
人
の
乾
闥
婆
王
さ
ま

も
百
千
の
お
付
き
を
従
え
て
こ
の
座
に
あ
り
ま
し

た
。 

 

四
人
の
阿あ

脩し
ゅ

羅ら

王 

続
い
て
登
場
す
る
の
が
阿
修
羅
の
王
さ
ま
方
で

す
。 

 

神
さ
ま
の
中
で
は
皆
さ
ん
に
も
馴
染
み
深
い
と
思

い
ま
す
が
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
「a

s
u
r
a

ア
ス

ラ
」
を
音
写
す
る
と
阿
脩
羅
で
、
帝
釈
天
に
対
し
て

い
つ
果
て
る
と
も
な
い
戦
い
を
挑
む
戦
い
の
神
様
と

し
て
の
姿
が
経
典
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

(

続
く)

 

法
華
経
に
学
ぶ 

第
二
十
五
回 

 
 
 
 
 

布
教
伝
道
部 

浦
野 

弘
正 
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前
回
は
助
行
＝
読
誦
と
正
行
＝
題
目
の
関
係

性
、
方
便
品
と
寿
量
品
を
読
誦
す
る
意
義
に
つ
い

て
宗
祖
や
先
師
に
問
う
て
ま
い
り
ま
し
た
。
二
品

の
読
誦
に
つ
い
て
ま
と
め
ま
す
と
左
記
の
様
に
な

り
ま
す
。
参
照
（
『
日
蓮
宗
宗
義
入
門
』
八
二
ー

八
四
頁
） 

 
 
 
 

 
 

本
門
の
法
華
経
の
二
大
特
性 

 

迹
門
十
四
品
＝
根
幹
＝
方
便
品
・
枝
葉
＝
余
品 

 
 

二
乗
作
仏
＝
声
聞
・
縁
覚
の
成
仏
を
通
し
て 

 
 
 
 
 
 
 

一
切
衆
生
の
成
仏
を
明
か
す
。 

 
 

開
三
顕
一
＝
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
を
開
し
て 

 
 
 
 
 
 
 

一
仏
乗
を
説
き
顕
す
。 

 

本
門
十
四
品
＝
根
幹
＝
寿
量
品
・
枝
葉
＝
余
品 

 
 

久
遠
実
成
＝
始
成
正
覚
の
仏
に
即
し
て
久
遠 

 
 
 
 
 
 
 

成
道
の
仏
を
明
か
す
。 

 
 

開
迹
顕
本
＝
垂
迹
仏
を
開
し
て
本
地
仏
の
実 

 
 
 
 
 
 
 

在
を
説
き
顕
す
。 

 

  

私
達
が
本
山
の
本
堂
や
各
家
の
仏
壇
に
於
い
て

勤
行
す
る
際
の
心
得
と
し
て
、
我
が
心
を
大
曼
荼

羅
本
尊
＝
法
華
経
の
霊
山
虚
空
会
に
帰
入
し
、
方

便
品
読
誦
の
際
は
、
一
仏
乗
᷾
一
切
衆
生
の
成
仏

᷾
誰
し
も
が
仏
に
成
り
得
る
。
寿
量
品
読
誦
の
際

は
、
本
仏
の
実
在
᷾
久
遠
の
救
済
᷾
今
直
ぐ
に
も

仏
に
成
り
得
る
と
い
う
旨
を
、
仏
の
真
の
説
法
と

受
け
止
め
、
真
の
一
念
三
千
の
救
い
を
実
感
す
る

事
が
大
切
で
あ
る
か
と
存
じ
ま
す
。
殊
に
『
本
門

要
軌
』
中
の
「
妙
法
蓮
華
経
方
便
品
第
二
」
（
一

〇
ー
十
三
頁
）
で
は
十
如
是
＝
略
開
三
顕
一
と
呼

び
「
一
念
三
千
の
出
処
は
略
開
三
の
十
如
実
相
な

れ
ど
」
（
『
十
章
鈔
』
定
本
四
八
九
頁
）
「
法
華

経
方
便
品
の
略
開
三
顕
一
の
時
、
仏
略
し
て
一
念

三
千
心
中
の
本
懐
を
宣
べ
給
ふ
」
（
『
開
目
抄
』

五
六
九
頁
）
と
、
十
如
是
に
即
し
て
諸
法
の
実

相
、
万
物
の
真
実
相
を
示
し
て
理
象
的
に
一
念
三

千
の
救
い
が
説
か
れ
て
い
ま
す
。
又
、
「
妙
法
蓮

華
経
如
来
寿
量
品
第
十
六
」
（
十
四
ー
三
六
頁
）

で
は
広
開
近
顕
遠
と
呼
び
「
迹
門
方
便
品
は
一
念

三
千
・
二
乗
作
仏
を
説
て
爾
前
二
種
の
失
一
つ
脱

た
り
。
し
か
り
と
い
え
ど
も
い
ま
だ
発
迹
顕
本
せ

ざ
れ
ば
、
ま
こ
と
の
一
念
三
千
も
あ
ら
わ
れ
ず
、

二
乗
作
仏
も
定
ま
ら
ず
。
（
略
）
本
門
に
い
た
り

て
始
成
正
覚
を
や
ぶ
れ
ば
（
略
）
九
界
も
無
始
の

仏
界
に
具
し
、
仏
界
も
無
始
の
九
界
に
備
て
、
真

の
十
界
互
具
・
百
界
千
如
・
一
念
三
千
な
る
べ

し
。
」
（
『
観
心
本
尊
抄
』
定
本
五
五
二
頁
）

と
、
迹
仏
に
即
し
て
本
仏
の
実
在
が
開
き
示
さ

れ
、
事
象
的
な
る
一
念
三
千
の
救
い
が
説
か
れ
て

お
り
ま
す
。
各
品
の
経
意
の
詳
細
は
、
本
誌
『
法

華
経
に
学
ぶ
』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

さ
て
方
便
品
の
読
誦
に
つ
い
て
、
當
門
流
に
於

て
は
日
興
上
人
滅
後
の
翌
年
、
方
便
品
読
不
読
の

問
答
（
＝
仙
代
問
答
）
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

「
こ
の
問
答
は
日
仙
が
迹
門
無
得
道
の
故
に
方
便

品
不
読
の
立
場
を
と
り
、
日
代
は
一
応
得
益
を
許

す
も
、
真
の
得
益
は
内
証
の
寿
量
品
に
あ
り
、
高

開
両
祖
の
如
く
、
方
便
品
を
読
む
べ
き
立
場
を

と
っ
て
い
る
。
」
（
参
照
『
日
蓮
宗
事
典
』
六
二

二
頁
）
と
、
日
満
上
人
の
筆
録
に
拠
れ
ば
、
宗
祖

の
『
月
水
御
書
』
を
引
用
し
高
祖
（
日
蓮
）
と
開

祖
（
日
興
）
両
師
も
方
便
品
を
読
ま
れ
た
と
さ

れ
、
日
興
上
人
御
伝
草
案
に
拠
れ
ば
「
天
目
房
ガ

方
便
品
不
可
読
立
大
謗
法
事
。
倩
案
ス
ル
二
天
目

一
途
之
邪
義
専
ラ
地
涌
千
界
之
正
法
二
背
ク
者

也
」
（
『
宗
学
全
書
』
二
五
二
頁
）
等
、
日
興
上

人
も
方
便
品
を
読
誦
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
他
の
宗
祖
の
遺
文
で
は
「
本
迹
二
門
二
十

八
品
は
真
実
の
経
也
。
所
謂
二
十
八
品
一
一
文
文

是
真
佛
三
身
即
一
法
報
応
の
三
身
也
。
問
ふ
一
経

二
十
八
品
也
。
毎
日
の
勤
行
我
等
之
堪
へ
ざ
る
所

也
。
如
何
に
之
を
読
誦
せ
ん
や
。
答
ふ
二
十
八
品

本
迹
の
高
下
勝
劣
浅
深
は
教
相
の
所
談
也
。
今
は

此
義
を
用
い
ず
。
仍
て
二
経
の
肝
心
は
迹
門
方
便

品
・
本
門
の
寿
量
品
也
。
」
（
『
授
職
灌
頂
口
伝

鈔
』
定
本
八
〇
〇
頁
）
「
方
便
品
の
長
行
書
き
進

じ
候
。
先
に
進
じ
候
し
自
我
偈
に
相
副
て
読
み
た

ま
ふ
べ
し
。
」
（
『
曾
谷
入
道
御
返
事
』
定
本
九

一
二
頁
）
「
御
文
に
云
く
、
此
経
を
持
ち
申
し
て

後
、
退
転
な
く
十
如
是
・
自
我
偈
を
読
み
奉
り
、

題
目
を
唱
へ
申
し
候
也
。
」
（
『
松
野
殿
御
返

事
』
定
本
一
二
六
五
頁
）
等
、
宗
祖
も
方
便
品
の

読
誦
を
勧
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。(

続
く)

 

『
本
門
要
軌
』
を
読
む 

第
二
十
四
回 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

布
教
伝
道
部
執
事 

阿
部 

和
正 

4 
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七
月
二
十
六
日(

金)

、
日
蓮

大
聖
人
第
七
百
五
十
遠
忌
・
日

興
上
人
第
七
百
遠
忌
慶
讃
事
業

の
一
環
と
し
て
、
末
寺
・
興
統

法
縁
会
・
重
須
会
教
師
向
け
の

教
学
研
修
会
を
開
催
致
し
ま
し

た
。 

 

日
蓮
大
聖
人
入
門
編
の
講
師

と
し
て
三
輪
是
法
先
生(

立
正
大

学
仏
教
学
部
教
授)

に
御
講
義
頂

き
ま
し
た
。 

 

今
年
度
初
の
第
五
講
は
「
異

説
日
蓮
聖
人
伝
⑤
『
日
蓮
深
密

伝
』
を

読

む

～

最

終

回
」
を

テ
ー
マ
に
解
説
頂
き
ま
し
た
。

お
盆
が
始
ま
る
忙
し
い
時
期
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
十
五
名
近

い
教
師
が
受
講
し
、
併
せ
て
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
に
よ
る
受

講
も
実
施
を
致
し
ま
し
た
。 

 
教
学
研
修
会 

開
催 

 

【
は
じ
め
に
】 
 

 

八
月
は
お
盆
、
九
月
は
秋
の
お
彼
岸
と

お
墓
参
り
す
る
機
会
も
増
え
て
き
ま
す
。

お
墓
に
建
て
る
お
塔
婆
の
由
来
は
「
ス

ト
ゥ
ー
パ
」
と
い
う
お
釈
迦
様
の
お
墓

で
、
イ
ン
ド
の
言
葉
で
「
塔
」
を
意
味
し

ま
す
。
塔
を
建
て
て
仏
様
を
供
養
し
た
の

が
始
ま
り
で
す
。
仏
教
が
日
本
に
伝
来
し

広
が
っ
て
い
く
過
程
で
、
ご
先
祖
様
を
供

養
す
る
「
卒
塔
婆
」
に
な
り
、
現
在
の
お

塔
婆
に
な
り
ま
し
た
。 

 

お
塔
婆
は
か
つ
て
施
主
様
が
志
し
、
お

寺
よ
り
分
け
与
え
ら
れ
た
も
の
で
し
た
。

し
か
し
近
年
富
士
・
富
士
宮
市
で
は
、
墓

参
に
ミ
ニ
塔
婆
を
お
供
え
す
る
習
慣
が
定

着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ス
ー
パ
ー
な
ど
の

量
販
店
で
平
積
み
に
販
売
さ
れ
て
お
り
、

安
価
に
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

し
て
名
前
を
書
い
て
ミ
ニ
塔
婆
を
お
供
え

す
る
こ
と
で
墓
参
の
伝
言
や
名
刺
代
わ
り

と
し
て
い
る
よ
う
で
す
。 

    
 

 
本
来
の
姿
は
ご
住
職
が
お
経
を
あ
げ
た

お
塔
婆
を
お
墓
に
お
供
え
す
る
も
の
で

す
。
尊
い
お
題
目
が
書
か
れ
た
塔
婆
が
店

頭
の
段
ボ
ー
ル
箱
に
乱
雑
に
置
か
れ
て
い

る
の
を
見
る
と
大
変
残
念
な
気
持
ち
に
な

り
ま
す
。
菩
提
寺
に
て
お
経
を
あ
げ
た
ミ

ニ
塔
婆
を
既
に
用
意
し
て
い
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
是
非
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。 

【
墓
参
の
心
得
】 

 

 

お
墓
に
お
供
え

し
た
枯
れ
た
花
や

そ
の
他
の
供
物
は

お
持
ち
帰
り
下
さ

い
。
ま
た
、
ミ
ニ

塔
婆
は
古
く
な
っ

て
も
ゴ
ミ
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
住
職

が
読
経
を
し
て
お

焚
き
上
げ
致
し
ま

す
の
で
、
菩
提
寺

が
指
定
す
る
場
所
に
お
運
び
下
さ
い
。 

 

 

次
に
本
山
墓
所
に
「
水
道
」
を
設
置
し

て
い
ま
す
が
、
時
折
蛇
口
が
き
ち
ん
と
閉

め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
水
が
ず
っ
と
流
れ
続

け
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
自
身
で

な
く
と
も
放
水
に
気
が
付
い
た
ら
止
め
て

頂
け
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

大
量
の
ゴ
ミ
袋
の
投
棄
や
水
の
無
駄
な

流
水
が
今
後
も
続
く
よ
う
で
し
た
ら
、
ゴ

ミ
の
場
所
や
水
道
の
使
用
を
中
止
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
皆

様
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

 

最
後
は
、
お
車
の
駐
車
の
件
で
す
。 

 

道
路
の
路
肩
に
は
決
し
て
駐
車
し
な
い

よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
本
山
墓
所
は
道
が

狭
く
、
通
行
の
妨
げ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
本
山
の
西
側
に
大
駐
車
場
も
あ
り
ま

す
し
、
各
塔
中
の
横
に
駐
車
場
も
あ
り
ま

す
の
で
、
そ
れ
ら
を
ご
利
用
下
さ
い
。 

 

墓
参
の
マ
ナ
ー
に
御
理
解
頂
き
、
少
し

ず
つ
で
も
実
践
頂
く
こ
と
で
、
皆
様
で
気

持
ち
よ
く
お
参
り
を
し
て
頂
け
た
ら
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。 

お
盆
・
お
彼
岸 

墓
参
の
心
得 

三輪是法先生による御講義 

 鈴木執事長並びに鈴木春晴上人により、高圧洗浄機を使っての本堂回廊磨きを数日間にわたり実施し致しました。昭

和６年の本堂再建以来、実に９０年振りの作業かもしれません。回廊はホコリと汚れとコケで覆われており、水に濡れる

と黒ずんでいましたが、根気よく進めることで本来の木材の木肌が見えてきました。階段・手すり等も行っています。 

何十年振りかの “本堂回廊磨き“ 実施！ 
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新
寂
回
向
事
務
局
よ
り 

御
本
堂
に
お
き
ま
し
て
、
各
御
霊
位
の

御
回
向
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。 

  
 蓮

華
寺 

故 

遠
藤 

澄
徳 

様 

蓮
華
寺 

故 

広
瀬 

房
子 

様 

蓮
華
寺 

故 

伊
藤 

宥
子 

様 

蓮
華
寺 

故 

山
田 

稔 
 

様 

蓮
華
寺 

故 

鈴
木 

ま
さ 

様 

蓮
華
寺 

故 

石
川 

修
平 

様 

蓮
華
寺 

故 

本
橋 

秀
尚 

様 

蓮
華
寺 

故 

吉
村 

和
枝 

様 

蓮
華
寺 

故 

丸
山 

八
千
子
様 

蓮
華
寺 

故 

浅
川 

鈴
江 

様 

蓮
華
寺 

故 

加
藤 

勤 
 

様 

養
仙
坊 

故 

渡
辺 

勇
太 

様 

久
成
寺 

故 

土
屋 

節
子 

様 
 

 七
月
末
日
迄 

申
込
み
・
申
請
順 

 

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す 

令
和
六
年
八
月 

九 
 

日 

重
須
婦
人
会
清
掃
奉
仕 

十 

三 

日 

八
月
盆
～
十
六
日
ま
で 

十 

七 

日 

第
三
回 

お
も
す
道
場 

十 

八 

日 

第
三
回 

お
も
す
道
場 

二
十
二
日 

法
縁
会
理
事
会(

大
坊)

 

二
十
三
日 

重
須
婦
人
会
清
掃
奉
仕 

二
十
九
日 

塔
中
会
議 

 

令
和
六
年
九
月 

十 

三 

日 

重
須
婦
人
会
清
掃
奉
仕 

十
九
～
二
十
五
日 

秋
季
お
彼
岸 

二
十
二
日 

秋
季
彼
岸
会
法
要 

二
十
七
日 

重
須
婦
人
会
清
掃
奉
仕 

本
門
寺
の
主
な
予
定 

 
 
 
 
 

 

香
華
・
そ
の
他 

供
養 

市
内
北
山 

星
谷
と
み
子 

様 
 

諸
堂･

境
内
清
掃･

作
業
奉
仕 

本
門
寺
内 

重
須
婦
人
会 

様 

本
山
塔
中 

寺
庭
婦
人 

 

様 

本
門
寺
内 

石
川
由
緒
家 

様 

市
内
北
山 

望
月 

正
見  

様 

静 

岡 

市 

紺
文
シ
ル
ク 

様 

謹
ん
で
御
礼
申
し
上
げ
ま
す 

丹

精

者

御

芳

名 

 

「
お
も
す
の
森
」
で
も
ご

案
内
致
し
ま
し
た
、
第
八
回

本
門
寺
清
掃
奉
仕
は
、
予
定

し
て
い
た
七
月
二
十
日
に
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
重

須
婦
人
会
の
皆
様
と
の
合
同

清
掃
が
行
わ
れ
、
当
山
塔
中

末
寺
の
檀
信
徒
、
合
計
四
十

名
の
方
々
に
お
集
り
頂
き
ま

し
た
。
下
草
刈
り
に
お
い
て

は
、
個
人
で
機
械
を
ご
持
参

下
さ
っ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

お
盆
前
の
境
内
清
掃
と
い

う
こ
と
で
、
本
堂
前
を
隅
々

ま
で
荘
厳
し
て
頂
き
ま
し

た
。
ご
奉
仕
頂
き
ま
し
た
皆

様
に
は
、
お
忙
し
い
中
ご
協

力
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

次
回
は
、
十
月
の
御
会
式

前
に
清
掃
作
業
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
、
詳
細
な
日
程
は

確
定
次
第
、
本
紙
に
て
ご
案

内
申
し
上
げ
ま
す
。 

       

 

清
掃
奉
仕
参
加
者
御
芳
名 

 
 
 
 
 
 
 
  
  

 
 

順
不
同 

 

本
門
寺 

譽
田 

成
子 

様 

〃 
 

 

渡
井 

將
文 

様 

〃 
 

 

松
永 

省
吾 

様 
 

本
光
寺 

望
月 

将
一
郎
様 

〃 
 

 

佐
野 

昌
彦 

様 
 

養
仙
坊 

宮
島 

三
男 

様 

〃 
 

 

志
邨 

和
利 

様 

〃 
 

 
石
川 

元
彦 

様 

〃 
 

 
諸
星 

亜
希
子
様 

〃 
 

 

小
林 
國
通 

様 

〃 
 

 

石
川 
達
三 

様 

〃 
 

 

渡
辺 

豊 
 

様 

〃 
 

 

石
川 

茂
樹 
様 

〃 
 

 

渡
辺 

一
雄 
様 

〃 
 

 

太
田
川
一
郎 

様 

〃 
 

 

太
田
川 

久 

様 

〃 
 

 

渡
辺 

義
夫 

様 
 

東
陽
坊 

望
月 

正
見 

様 

〃 
 

 

加
藤 

貴
之 

様 

〃 
 

 

藤
巻 

泰 
 

様 

〃 
 

 

石
川 

昌
之 

様 

〃 
 

 

富
永 

政
則 

様 
 

西
之
坊 

石
川 

剛
浩 

様 

〃 
 

 

藤
田 

欣
大 

様 

〃 
 

 

藤
田 

文
代 

様 

〃 
 

 

後
藤 

幸
夫 

様 
  

    

養
運
坊 

藤
田 

將
二 

様 

〃 
 
 

藤
田 

淳 
 

様 

〃 
 
 

荻 
 

貴
世
孝
様 

〃 
 
 

松
原 

勝
政 

様 

〃 
 
 

松
原 

和
代 

様 

〃 
 
 

野
村 

純
正 

様 

〃 
 
 

渡
邊 

太
郎 

様 
 

蓮
行
坊 

矢
邉 

毅 
 

様 

〃 
 
 

齋
藤 

繁
美 

様 

〃 
 
 

渡
辺 

京
子 

様 

〃 
 
 

佐
野 

高
子 

様 

〃 
 
 

赤
池 

弘
旭 

様 

〃 
 
 

斉
藤 

美
英 

様 

〃 
 
 

遠
藤 

英
彦 

様 
 

心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す 

第
八
回
清
掃
奉
仕
御
礼 

今月までの三光池の工事状況 


